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に
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塔
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究
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へ前
田
撞
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花
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産
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血
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名
勝
大
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紀
食
物

第
三

集

第
十
二
鵬

十
二
月

日
出
上
人
鵜
飼
桝
鹿
の
解
跡
と
餌
吹
川
村
味
の
楯
出

(
石
原
初
太

郎
)

0
析
朗
斬
晦
杵
親
洲
報
せ

(
日
高
琴
次
､
川
輝
炎
幼
､
水
内
絵

こ

海

洋
観
象
菰
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十

叫
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風

版

第

叫
版
説

明

上
図
､
懲
陸
島
南
陽
洞
に
於
け
る
エ

ヂ
-

ソ輝
石
粗
同
封
の
粒
状
節
鎚
｡

櫛
陸
路
に
は
粗
何
岩
袋
の
岩
石

が
そ

の
概
数
i
多
-
分
布
も
購

い
D

樹
は
島
の
南
梓
Li
近
い
南
陽
桐
に
於

TJ
､

エ
ヂ
-
ン
鞘
石
粗
河
山村
が
両
側
か
ら
各
紙
に

削ら
れ
て
細
長
い
上

の
平
坦
な
城
跡
状
に
雄
さ
れ
た
JJ
の
1
尖
端
部
私
南
方
か
ら
餌
し
た
も

の
で
あ
る
｡
岩
石
は
幡
淡
色
で
長
石
と

鼎
い
エ
ヂ
-
ソ
鞘
石
の
別
品
と

が
多

い
｡
節

理
は
極
め
て
美
事
で
柑
二
尺
内
外
の
五
乃

又
ほ
六
角
の
疎

み
作
る
｡
問
に
硯
ほ
れ
た
部
分
の
射
側
は
史
に
南
北
四
五
官
米
に
亙
り

高
さ
宵
数

十
米
の
懸
崖
み
な
し
'
す
け
ら
し
い
粒
状
鮪
理
が
竣
達
し
て

ゐ
る
｡
叔
上
部
即
ち
熔
岩
の
上
層
に
は
塊
状
の
節
班
不
規
則
の
部
分
が

め
る
｡

ト
ー
ド
ン

下
問

称
陸
島
道
糾
o
泣
洞
は
偽
の
湘
南
樺
に
あ
り
'
本
籍
の
主
都

で
あ
る
｡
粒
は
谷
の
出
目
に
あ
っ
て
狭
い
溺
れ
谷
の
批
む
な
し
仝
-
午

地
が
な
い
｡
谷
の
両
側
は
見
上
げ
る
ば
か
り
の
鼎
褐
色
の
玄
武
岩
の
波

立
に
紅
い
段
か
ら
な
り
始
ど
妃
よ
る
事
が
内
水
な
い
.
淡l
鹿
そ
の
他
に

従
事
す
る
内
地
人
が
五
六
有
名
厨
る
0
金
山
私
放
し
て
朝
鮮
東
南
樺
の

蘭
髄
か
縫
っ
て
氷
る
汽
舶
の
便
り
が

T
親
に

7
鑑
み
る
｡
駕
眉
は
胎
の

北
方
の
丘
か
ら
港
口
み
望
ん
だ
も
の
で
あ
る
O
(蒋
本
記
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節
十

7
回
例
骨

六
月
二
十
四
:
午
前
十
時
よ
り
小
舟
小
米
町
収
に

開
骨
太
の
誹
拭
な
行
ふ

1
'
地
偵
退
勤
の
二
三
に
つ
い
て

小
伽

古

兜

焚

2
'
小
食
の
都
肘
地
租
串
的
管
見

小
中

山
手
放
英
彦

3
'
地
靴
韓
の
本
質
と
地
税
教
育

耐
抑

金
尾

窮
平

水
骨
鋸
火
雨
中
LL
J
的
は
ら
す
廿
七
名
に
t･J
盛
骨

○
節
十
二
回
例
骨

十

7
月
十
八
日
午
前
九
時
牛
よ
り
耐
岡
女
師
地
現

数
寅
に
開
骨
行
韓
太
の
如
し

1
､
地
租
致
投
の

7
両

女
郎

前
非

淑
郎

2
､
=1
外
地
測
.研
究

LL於
げ
ろ
地
球
匝
紋
定
の

7
築
地
に
地
形
脚
よ

り
ブ
ロ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
み
作
製
す
る
方
法
(
糾
論
及
械
習
)

女
郎

安

東

丈
夫

B
､
小
串
地
理
放
校
制
顔
役
の
所
感

新
中

松
島
圧
太
郎

4
'
脊
振
犬
山
珊
地
塊
の
地
殻
超
勤
と
地
形
服
に
九
茨
目-
和
の
発
出

統

修
献

小
林
伍

丁
郎

5
.
か
坂
丘
陵
地
お
の
地
形
と
人
文
(臨
地
純
快
)
-
耐
に
て
耐
岡
地

か
の
地
藷
付
紙

耐
即

金
尾

余
-.li

水
食

撃

二
十
二
痛
骨
後
熱
談
､
冬
期
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理
誹
田
仲
開
催
私
決
議

○
餌

十
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何
例
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月
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日
朝
食
郷
秋
月
校
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陶
骨
太
の
行
事
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村
ふ1
'
朝
倉
郷
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地
形
と
気
候

朝
商
女

久
保
附
修
耕

2
'
朝
食
郡
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封

胡
中

桁

沖

氏

3
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郷
土
地
粗
放
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上
よ
り
粗
た
る
古
曲
山
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金
尾

宗
平

4
､
甘
頗
山
の
植
物
(
臨
地
納
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)

靭
中

鍋

島

代
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､
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打
鹿
丑
山
(
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上
八
六
二
兼
の
カ
ル
ス
ト
地
形
の
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)-
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報

秋
月
校
桑
野
氏
尭
内

筑
前
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後
両
分
附
の
多
数
骨
見
出
肺
細
め
て
盛
骨
裸
に
閉
骨
､
田
に
嘘

的
雑
誌
｢
地
理
研
究
し鱒
二
稗
は
来
ろ
二
J
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改
行
の
汲
定
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報
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刊

十
数
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の
見
猟
党
好

者が
塊
よ
っ
て
日
本
見
料
拳
骨
布
超
し
非
槻
閑
誌
と
し
て
昭
利
三
年
十

叫
月
ゲ
ヰ
ナ
ス
解

丁
助

が
数
列
さ
れ
た
｡
和
紙
に
は
℃
ノ
γ
ラ
が
と
の

虹
瀧
仙小
恥
泰
及

日
本
丸
新
郎
に
新
にニ
加

へ
ら
れ
た
る
二
科
の
前
文
の
外

政
秤
の
小
鰯
が
賊
せ
ら
れ
て
居
る
｡
此
拳
骨
ほ
邦
箆
軟
他
動
物
分
村
の

造
本
的
調
査
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改
組
串
的
研
究
､
生
態
輿
的
研
究
､
水
在
韓
的
研
究
'

汲
'1
古
物
掛
的
研
究
み
な
す
と
宜
官
し
て
併
ろ
が
､
火
ru
う
な
棉
開
,5'

作
ら
れ
Ll
i
の
と
撒
か
れ
る
｡
年
四
回
の
敢
行
で
あ
る
か
ら
こ
の
旗
火

な
餌
城
に
瓦
る
研
究
の

叫
部
私
禍
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ら
う

が
雑
談
の
記
琳
-
-
つ
と
引
締
っ
て
よ
い
と
想
ほ
れ
ろ
｡
同
人
の
放
熱
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詰
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な
ら
誓

lと
な
盟
む
で
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云
ふ
日
本
風
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地
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案
内
に
侶
邸
拝
所
も
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さ

曾
我
年

二
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と
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ふ
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川
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'
河
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'
河
南
省
に
て
托

河
南
僻
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南
凹
地
カ
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山
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'
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御
地
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も
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よ
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少
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現
時
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-
新
鶴
な
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は
安
岡
省
継
や
麻
の
君
山
及
湖
南
省
の
水

口
山
な
り
､
水
口
山
は
省
内
新
式
設
備
み
な
せ
る
潜
銘
の
鉄
山
に
し
て

衛
州
の
何
約
三
十
二
哩
洲
水
間
梓
も
細
る
敏
也
の
地
に
放
す
｡
洲
水
破

鏡
は
之
も
松
柏
巾
と
糾
し
之
よ
り
水
口
山
に
至
る
約
四
幌
助
山
専
用
の

宅

七
七
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細
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拭
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設
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'
松
柏
よ
り
拭
加
に
て
衛
州
に
藷
し
､
之
よ
り
長
州

迄
五
十
五
哩
の
小
茶
気
の
血

行
あ
り
D
史
に
防
口
に
出
す
｡
全
銀
鹿
田

甘
S
f
順
と
和
ぜ
ら
る
｡

双
小
は

帝
政
肘
の
総
貯
な
り
栄
･EI
よ
り
蹄
出
す
｡
そ
の
産
山
は

!
九

丁
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坤
に

T
O
､
二
三
七
%
.に
藷
し
そ
の
孜
敵
城
す
O
=
･S
.称
熟
河
に

平
原
組
織
､
小
韻
溝
'
増
平
等
あ
り
娯
恰
術
に
弼
石
鉛
餓
坂
北
飢
餓
埋

銀
鈴
幼
年
あ
り
'
和
犬
省
に
来
年
北
､
横
地
老
人
肺
､
桓
七
､
二
糊
子

あ
り
､
山
水
に
余
年
欄
､
灼
鵡
山
'
山
田
に
大
同
鋭
池
銀
鈴
銀
､
河
南

に
戚
氏
鉛
飾
'
湖
北
に
興
山
'
郎
峰
'
宜
恩
新
帝
､
郷
(,:g
辞
湖
南
に
隅

洲
甘
川
段
山
､
耶
株
､
及
汝
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鈴
銑
布
衣
す
れ
ど
-
､
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掘
方
法

幼
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に
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て
､
庶
出
盈
容
々
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り
､
中
軸
二
八
､
〇
六
七
糖
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過
ぎ
ず
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T
九
二
凶
年
〕
そ
の
川
虫
は
茶
銃
と
て
楯
山
茶
の
姉
内
.1
於
げ
ろ
包
盤

用
に
供
ぜ
L
が
'
現
今
は
胸
鞘
の
包
淡
に
用
ひ
ら
る
1
た
め
に
帯
封
多

-
そ
の
中
心
市
場
た
る
上
海
に
於
け
る
鉛
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入
は
常
L

-
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加
L
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九
二
六
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櫓
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ふ
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､

七
C九

腐
輔

丁
二
､
二
五
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'

三
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寒
河

九
､
八
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五
'
二
八
〇

食
州

二

.
二

7
六
'
四
〇
〇

北
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四
t
O

T
四
.
六

E
九

上
略

五
'
五
五
〇
.
1
0
0

食
計

讐

二
六
.
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五
'
五
九
五

河■｣河隣

北

三
〇
､
1
七
二
'
〇
九
二
人

..ii
田

糾

7

0二
一
四
.九
五

7

桐

三

〇､
八
三

二
九
〇
五

九､
四
六
五
'
五
五
八

五
､
九
二
七
㌧
九
九
七

江
蘇
安
徴
榊
..i;
耐
雄

二
四
㌧
凹
六
六
､
八
〇
〇

二
八
'
二
三
五
'
八
六
凹

7
九
､
八
三
二
､
六
六
五

二
二
t
O
凹
三
'
三
〇
〇

二
三
二
五
七
'
七
九
六

0
象

山

潜

軍

港

固
拭
親
解
五
次
金
飽
食
議
の
紳
典
､
中
尉
は
今

度新
た
に
海
猫
の
役
興
を
ほ
か
る
や
う
に
な
っ
て
脂
罪
組
司
令
揚
樹
拡

環
は
放
歌

へ
す
象
山
港
か
滞
船
と
L
同
地
に
晦
市
中
拳
み
創
殻
す
る
J
J

と
に
し
た
.

象
山
潟
と
は
鮒
江
省
舟
山
列
臆
の
何
に
あ
る
支
那
鯨
-
ア
ス

式
縦
倍

の

叫
つ
で
あ
る
.
北
は
枕
州
潤
み
舵
し
開
に
三
門
潤
が
あ
る
.

港
口
は

北
に
糊
与
前
師
に
呼
応
放
列
す
る
｡
岡
,1
僻
名
の
象
山
の
間
で
生
ず
る

象
山
山
地
が
米
田
卓
越
風
か
防
ぐ
の
み
で
な
-
.
西
北
に
は
塔
山
城

叫

坪
の
山
地
が
め
っ
て
'
防
風
の
州
に
立
つ
､
胎
内
み
二
つ
に
分
ち
舟
山

島
沖
か
ら
入
る
と
き
外
港
は
淡
北
口
で
あ
る
が
'
入
つ
て
か
ら
吏
ら
に

西
北
日
払
-
つ
,円
継
･1
鵡
す
る
=
の
問
二
十
滴
崩
O
内
船
と
こ
こ
栂
期
中

か
ら
奥
に
入
れ
る
水
供
は
外
轡

7十
八
沢
LJ
り
二
溜
五
十
択
'
内
港
十

八
駅
よ
り
甘
三
十
駅
に
壊
し
､
=
1
に

F
鵜
ト
ン
級
の
粧
艦
十
重
み
容

る
1
=
と
が
出
氷
る
｡
前
締
時
代
Tu
に
騨
沿
ね

こ
^
!i
儲
け
ん
と
し
て

内
船

の
束
北
樺
に
九
官
畝
の
土
地
み
傭
人
し
た
J
,と
が
め
る
｡
(F
)

0

ブ

ラ

汐

ル
サ

ン
ト

ス

港

上
陸

移

民

敬

∵
九
二
七

年

度



の
ブ
ラ
.I,)
〟

(
の
移
出
'散
は
九
鵜
二
千
四
甘
十
三
名
で
あ
っ
た
が
､
共

内
サ
ン
ト
ス

港
に
上
陸
し
LI
J
.の
は
六
八
'
四
三
二
名
､
戎
り
の
t二
三
㌧

九
八

1
幻
は
蛾
迫
仮
で

人
相
し
た
｡

淋
サ
.ノ
ト
ス
粘
止
経
絡
代
の
図
解
は
充
の
池
で
あ
る
0

リ
ブ
ア

ニ
ア
人

工

'
八
四
八
人

西

班

介

入

七
三

九
七

ホ
ル

ト
か
ル
人

〓

~
八
凹
○

狗

逸

人

三

四

二

日

本

人

九
､〇
六
三

ユ
ー

ゴ

ー
ス
ラ
ブ
人
二
､
三

叫
九

仰

火

別

人

八
三

二

シ

-

ア

人

1
､
八
五

一

ブ

ラ
ジ

ル
人

七
㌧
四
三
五

汲

聞

入

T
､
雪

雲

1

非

仙

凹
'凹
六
八
人

日
本
舶
二
十
九
進
入
髄
八
'九
三
五
人
払
出
輪
L
Li
が
'猟
逸
船
は
甘
六

十
川
頚
､
ブ
'二
,H
～
舶
五
官
九
十
匹t
生
'
仰
大
利
舶
:E
五
十
<
虫
'
弊

樹
舶
九
十
大
盤
'
蘭
舶
四
十

7
生
'
栄
樹
舶
二
十
二
生
'
四
班
井
舶
十

三
登
が
入
船
し
た
｡

0

支

那

国

民

政

府

改

正

組

織

支
那
帥
税
政
肘
の
根
本
法
た
る

幽
托
改
称
如
拙
拙
及
五
院
如
拙
法
が
愈
々
去
月
三
日
制
先
公
和
さ
れ
即

日
班
地
せ
ら
れ
Ll
-
の
で
前
文
は
政
肺
の
指
蒔
監
督
根
が
蜘
拭
箆
に
あ

る
こ
と
を

耶
L
本
文
は
七
寮
凹
十
八
健
か
ら
成
り
立
っ
て
ゐ
る
｡
今
閑

暇
特
報
三
番
廿
班
に
記
城
す
る
も
の
み
掛
け
る
と
次
の
池
り
で
あ
る
｡

中
難
民
脚
樹
民
政
肺
如
拙
法

問
拭
灘
は
非
命
の
三
軍
王
裁
､
五
柿
ivp.法
に
基
を
申
幣
拭
図
払
建

設
す

る
tE:
め
比
に
兵
力
私
以
て
障
柑
み
滞
除
し
軍
政
時
期
よ
り
訓
政
幡
期
に

入
れ
リ
O
五
椛
の
兆
碇
か
組
立
し
人
民
払
訓
練
し
て
政
椛
の
能
力
私
行

催
し
以
t･,
怒
政
の
低
地
か
期
し
政
椛
私
財
氏
Li
渡
す
矯
め
茸
に
範
ん
で

歴
史
上
授
興
さ
れ
た
政
僻
み
指
導
鑑
軒
す
る
本
氷
の
職
安
に
基
音
固
民

政
肺
組
織
放
心
敬
神
す
る
,
Lと
左
の
如
し

節

〓
中

開

拭

政

仰

節

叫
横

断
拭
改
称
は
中
郷
氏
閥
の
治
挑
み
組
揺
す
｡

第
二
惟

図
拭
政
府
ほ
陸
海
･Sa
r軍
か
統
率
す
｡

節
三
低

脚
拭
政
僻
ー‡
安
城
柄
利
及
保
的
綿
飴
の
雑
,S
行
催
す
｡

解
凹
健

脚
蛇
改
称
は
火
赦
､
特
赦
及
び
滅
料
地
に
復
松
私
行
ふ
｡

解
五
惟

図
氏
改
称
は
行
政
院
､
立
法
院
､
司
法
院
､
考
試
随
'
腔
察

院
の
五
院
を
以
て
之
も
組
織
す
O

節
穴
健

闘
民
政
彫
.1
首
席
春
風

7
人
､
重
点
十
二
人
力
鼓
十
六
人
み

地

線

終
十

t
食

≠.!
く
O

第
七
棟

財
民
政
肘
五
慌
々
長
､
副
院
長
は
蛸
比
政
肺
春
風
よ
り
之
も

任
す
｡

解
八
健

脚
税
政
肘
首
糠
は
阿
民
政
船
T仲
代
来
し
て
外
囲
使
臣
fSL接
見

し
地
に
間
隙
兆
弛
み
凝
行
L
叉
は
歩
興
す

.

解
九
催

闘
民
政
肘
首
雌
は
中
幣
民
域
瞭
'
梅
､
虫
罪
絶
司
令
恥
館
任

す
｡

解
十
低

図
民
政
肝
主
席
都
政
LL依
り
て
職
静
か
行
使
し
髄
は
ざ
る
峰

は
行
政
院
院
長
之
私
代
理
す
O

弟
十

7
催

関
民
政
肺
は
閥
妨
昏
窮
み
以
て
閑
静
払
底
現
す
｡
図
渉
食

鶴
は
蜘
民
政
併
呑
且
之
を
組
織
し
､
図
民
政
肝
骨
噺
は
阿
藤

骨
商
の
主
席
と
す
｡

終
十
二
棟

悦
と
院
と
の
間
に
解
決
し
鶴
は
ざ
る
事
項
は
図
秒
骨
譲

に

第

7
髄

完

七
九



郁

報

依
り
之
TS
議
決
す
0

第
十
三
催

法
相
の
公
布
'
命

令
の
敬
神
に
問
診
骨
議
の
淡
改
み
敵
て

阿
民
政
坤
主
席
地
に
五
佐
々
長
瀞
名
し
て
之
私
行
ふ

節
十
四
催

各
般
は
法
律
に
牧
場
し
て
命
令
和
雄
布
す
る
こ
と
fS.称
O

弟
二
番

行

政

臨

終
十
五
催

行
政
院
ほ
は
民
政
櫛
の
澱
満
行
政
槻
細
と
す
.

妨
十
六
樵

行
政
院
に
院
長
､
副
院
長
各

r
人
み
耽
-
O
放
漫
事
故

ii

よ
り
職
務
私
執
行
し
熊
は
ざ
る
時
代
別
段
長
之
私
代
糾
す

｡

銘
の
行
政
雄
項
に
惚
し
て
は
重
点
骨
私
肌肌
け
て
之
も
虚
現
せ

L
む
ろ
こ
と
hjj相
｡

節
十
八
惟

行
政
舷
各
部
に
部
長

7
人
私
放
き
且
つ
改
称
次
甘
､
都
渉

次
竹
谷

叫
入
谷
耽
-
O
各
番
艮
骨
ば
重
点
長
､
副
番
長
長
､

各
叫

人

な
耽
与
,'
等
し
-
行
政
院
長
よ
り
政
肺
に
星
諭
し
て

之
在
任
現
す
｡

節
十
九
棟

行
政
院
各
部
長
､
各
黍
且
長
は
必
嬰
の
時
､
跳
捗
骨
践
及

び
丑
法
院
食
談
に
列
席
す
る
,
Jと
み
符
｡

節
二
十
樵

行
政
院
は
主
管
事
件
に
的
し
立
法
院
に
前
案
私
捉
糾
す
る

こ
と
NAI相
｡

第
二
十

7
煉

行
政
院
に
行
政
院
院
長
'
副
駄
長
及
各
部
長
各
番
且
長

に
ょ
リ
之
み
如
拙
し
行
政
院
混
み
以
て
主
肺
と
す
｡

節
二
十
二
保

左
記
り
埠
件
冥
付
故
院
骨
鶴
の
談
吹
払
経
て
之
私
行
ふ

7
.
立
法
院
に
投
出
す
る
法
相
雄

二
.
立
法
院
に
提
出
す
る
線
外
案

八

〇

三
'
立
法
院
に
提
出
す
る
大
赦
案

四
､
立
法
院
に
捉
山
す
ゑ
且
職
案
､
蛸
和
寒
､
健
的
寒
､
其
仙
拭
際

蕊
嬰
都
項

五
､
賠
任
(秦
任
)
以
上
の
行
政
甘
証
の
任
免

六
'
行
遡
各
部
及
び
各
重
点
骨
川
に
舶
伏
し
髄
は
ざ
る
事
項

七
七
其
他
法
伴
に

ょ
リ
或
は
行
政
院
長
が
行
政
収
骨
講
の
故
紙
に
付

す
べ
き
市
布
必
要
と
認
め
た
ろ
邸
項

鰐
二
十
三
保

行
政
臨
各
部
及
各
春
風
骨
は
法
枠
に
依
城
L
L,
命
令
み

雄
称
す
る
=
と
み
狩
0

第
二
十
四
棟

行
政
院
及
各
部
春
風
骨
の
組
織
に
法
符
私
以
て
串
和
之

]仲
定
む

節
三
車

立

法

院

飾
二
十
五
保

立
法
院
は
樹
揖
政
府
の
最
高
立
法
軸
組
と
す
｡
立
法
院

は
法
相
嬢
､
線
井
案
､
火
放
棄
､
宜
聴
衆
､
妨
和
寒
､
倹
約

案
'
共
仙
丑
嬰
幽
際
串
凋
み
議
決
す
る
職
椛
私
有
す
｡

第
二
十
六
樵

立
法
院
に
院
長
､
副
舵
長
各

7
人
和
紀
-
｡
院
長
串
故

に
よ
り
職
樺
な
執
行
し
髄
は
ざ
る
呼
は
'
副
院
長
之
和
代
捜

す
｡

筋
二
十
七
棟

立
法
院
に
春
風
gI十
九
人
力
覚
九
十
九
人
み
荘
4
,番
且

は
立
法
院
長
よ
り
囲
拭
政
府
に
島
翻
し
之
各
位
現
す
｡

第
二
十
八
傭

立
法
院
番
且
の
任
期
は
二
年
と

す
.

撃

不

九
棟

立
法
院
の
重
点
は
中
央
改
称
､
地
方
政
肝
各
機
関
の
事

務
甘
み
錐
任
す
る
こ
と
私
得
ず
｡



解
三
十
煉

7q.法
悦
食
談
は
院
長
私
以
て
主
席
-
す
｡

節
三
十

丁
催

立
法
院
の
決
議
は
図
務
骨
織
の
議
決
も
総
て
之
み
公
布

す
｡

第
三
十
二
様

立
法
院
の
組
織
は
法
律
私
以
て
之
な
定
む
｡

解
凹
寒

司

法

晩

節
三
十
三
健

司
法
悦
は
矧
民
政
肘
の
一点
筋
司
法
機
関
に
し
て
司
法
審

判
､
司
法
行
政
､
官
吏
懲
娘
'
行
政
雑
則
の
磯
雄
か
鹿
現
す

脚
数
'
減
刑
及
び
復
椛
事
項
にニ
関
し
て
は
司
法
院
長
よ
り
図

民
政
肺
に
監
諦
L
其
の
稀
談
許
可
私
撫
て
施
行
す
O

節
三
十
四
健

司
法
院
に
院
長
副
院
長
各

!
入
谷
耽
-
｡
院
長
事
故
に

依
り
職
櫛
み
執
行
し
髄
は
ざ
る
時
は
副
院
長
之

か
代
地
す
｡

解
三
十
五
健

司
法
院
は
主
管
邸
項
に
陶
し
立
法
院
に
議
案
み
投
出
す

ろ
歩

み
柑
0

第
三
十
六
健

司
法
院
の
組
紙
は
法
稚
わ
以
て
之
T付
髭
む
.

第
五

寒

考

試

臨

終
三
十
七
低

考
就
院
は
図
民
政
府
砂
壁
向
考
拭
機
関
に
し
て
考
選
､

銀
鉱
邸
放
か
ぬ
糾
す
｡
絶
て
の
公
節
点
は
.均
し
-
法
砕
に
よ

り
考
試
院
の
考
逃
､
銑
鉄
払
鮫
て
任
用
す
る
=
と
な
符
?
,

第
三
十
八
備

考
拭
舷
に
院
長
､
副
性
長
'
争

山
人
私
設
-
.
院
長
串

故
に
よ
り
俄
紡
,竹
執
行
し
髄
は
k
Lる
呼
は
別
悦
長
之

み
代
理

す
0

第
三
十
九
保

考
試
院
に
去
管
邸
糊
に
閑
L
立
法
投
にこ
試
案
み
抱
出
す

る
こ
と
私
得
｡

第
四
十
促

考
試
院
の
粗
放
は
法
律
み
以
て
之
私
定
む
o

地

球

第
十

一
怨

J節
穴
海

原

寮

院

弟
四
十

丁
傭

既
療
院
は
_朝
民
政
肺
魚
高
殿
寮
欄
紬
に
し
て
法
律
にこ
伐

り
光
記
の
職
雑
私
行
伸
す
｡

f
r
鞄

劾

二
､
非

計

解
四
十
二
催

監
察
･舵
に
悦
長
'
副
船
長
､
各

!
人
和
紀
-
｡
悦
長
事

故
.1
依
り
職
珍
な
執
行
L
熊
は
ざ
る
呼
は
副
院
長
之
和
代
現

す

解
凹
十
三
倣

監
察
院
に
監
察
番
風
十
九
人
力
塑
二
十
九
人
み
荘
手
鑑

爵
院
長
Lsり
隣
民
政
府
に
基
経
し
て
之
な
任
命
す
｡
監
娯
臨

庶
務
黍
且
の
保
障
は
法
律
私
以
て
之
み
定
む
｡

弟
四
十
四
樵

監
姦
院
食
談
は
既
寮
費
且
私
以
て
之
私
組
織
L
t
庶
務

院
長
み
監
察
院
食
談
の
主
僻
と
す
｡

節
凹
十
五
嘩

監
察
院
段
寮
香
魚
は
中
央
政
肺
及
び
地
方
改
称
各
機
関

.p
の
職
珍
な
銀
任
す
る
在
村
や
｡

解
四
十
六
催

監
察
晩
付
主
幹
事
功
に
舶
L
立
法
院
は
議
案
み
払
出
す

る
こ
と
私
称
｡

解
四
十
七
輝

･
庶
務
比
の
組
織
に
瀧
待
み
以
fJ
之
私
党
む

｡

癖

七
車

附

則

解
四
十
八
嘩

本
法
は
公
布
の
旧
よ
り
之
み
施
行
す
｡

以
上
の
抱
け
で
あ
る
が
同
改
称
は
比
と
同
時
に
薗
氏
蕊
の
訓
政
綱
領

地
に
五
院
組
織
法
私
敬
神
し
其
脚
拭
政
櫛
番
且
及
五
院
臨
慮
､
副
院
長

曲
に
各
部
長
み
任
命
し
た
O

今
図
民
政
肺
組
織
私
見
易
い
棟
に
琴

耶
す
れ
ば

･

第

1
班

入1.

八
l



刺

*

閥
民
政
肺
組
織

一
肇
表

亡ゝ

A

(試食路囲)府政民閲

I
甘
柿
番
見
-
抑
介
石

【阿
比

政府
番

且
】

松
樹

抑

何

廠欽

耶
延
間

隙
北
大

胡

洪
氏

挙
鏡
仁

期
末
仇

卒
研
球

筋
元
柵

弧

線

玉
髄
認

朋
銀
山

I-3
立
脚

林

我

疎

外

脆
挙
止

-

円
五

院
】

･-

:･=+
叫
榊
悶

-

行
政

院
長

-
祁
祇
隠
-

副

院

長

-
描
認
印

立

法
院
長

-
湖
潅

托

-
副

院
長

-林

森

-
司

法
院
長

-
王
統
恕

-
副

院
長

-
張

酷

-
考

F:駄
長

-
親
犬
仇

-
副

院
長

1､
稀

科

-
舵

奔
放

長

-
木

元埴

-
副

院
長

-
純

親犬

-
溺
難
癖
誹
悦
院
長
-

挙

-
参

謀

組

長
-

挙

1
訓

練

紙

鑑
-

何
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鋤 交 hl封.:外 内
氾 311B波 放 資 政
部 部 部 郡 部 部
長 長 長 長 ･良 長
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伯 子 ヨ三jli錫
科 那 文 伸 延 山

1 11 】
術 数 臆 二に
kJl･.帝 政 何
部 郡 部 珊
長 長 長 ｣竜
IJ I l
梓 細 島 孔.
鴇 静 穏 印
的 憧 北 .P.Lを



問氏政.肝

先

晩

純

軌

袈

丁

党--lil
.l-:≡:.一
品蒜拓妄忘三品 臨
煉1二秒梯設
香黍蓉委奔放背紋清遊近政事変改月見風見風
食亀骨骨骨部部部部部部部郡部部

⊥

門閥T-簡閲圃一L桐常盤同園圃T汀紬舶讐
.Tlu姦
慧

暑

嘩
福
娘且馳

-秘番魔-統計鹿
㍗
秦点食重点骨重点骨
漆点食

ー酎観閲T
n郷挿

春闘

.:..{別';･=I::

質

疑

悉
谷

i

t一■蔓

■▼!

間

土
耳

其
畑茸
の
特質

丹改変
舶

生

沓

優
良

な
る
オ
-
エ
ソ
ト
脚
草
の
敢
闘
と
し
て
倣
関
に
認
め
ら
れ

て
ゐ
る
S
lは
､
土
hLL
其
及
希

凪
の
み
で
其
他
の
由

は
中
称
品
以
下
の
胸

笹
7秒
産
す
る
に
過
ぎ
,.T･i
い
o
ト
ル
コ
に
於
げ
ろ
上
韓
灼
帯
の
故
地
は
鼎

梅

治
樺
の
サ
1.
リ
ン
'
バ
フ
ラ
脂

に
地
中
悔
梓
の
ス
､･､
ル
ナ
'

マ
グ
ネ

シ
ー
'
メ
ご
ア
シ
三
陳
で
'
前
者
ほ
産
地
名
に
よ
り
tJ
､

サ
ム
リ
ノ
胸

草
'
バ
フ
ラ
舶
草
と
い
び
'
筏
潜
に

7
舷
に
ス
､､,
ル
ナ
加
苛
と

い
ふ

o

サ
i
リ
ン
､
パ
フ
ラ
畑
帯
平
均

r
個
坤
の
地
産
盤
四

甘
帯
刀
充
五
官
解

放
'
ス
",
ル
ナ
蜘
笹
岡
千
五
甘
端
乃
軍

事

筋
放
各
産
地
み
池
し
て
現

鹿
の
盤
産
の

二
倍
に
相
加
す
る
栽
･培
地
蹄
が
あ
る
｡

希
臓
の
上
等
胸
革
は
鴻
土
餌
米

マ
ケ
ド
ニ
ア
､
及
岬
部
ス
1
-
ス
で

前
者
は
カ
E,I.7
､
筏
潜
は
ク
サ
ノ
チ

-
み
中
心
地
と
す
る
'
そ
の
名
に

ょ
り
カ
空
フ
射
草
'
グ
サ
ン
チ
-
畑
革
と
呼
ぶ
O
土
耳
炎
朝
時
代
に
カ

),.lフ
は
7
年
塊
産
盈

丁
千

鶴
力
寅
千
五
官
端
砥
'
ク
サ
ン
チ
ト
蜘
輩
は

五
官
鵜
乃
至
六
甘
試
聴
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
希
餌
と
な
り
.

紳
助
あ
る

土
耳
英
人
栽
培
栄
潜
が
総
々
小
菰
榊
光
分
析
に
移
住
L
P

マ
ケ
ド

ニ
ア

地
方
の
如
き
は
之
が
祁
充
に
甘
ん
で
ゐ
る
O
総
つ
て
希
勝
代
今
日
で
は

土
耳
其
の
岱
Li
恐
る
べ
き
柴
野
額
で
な
い
O

上
等
ト
ル
コ
蜘
草
は
米
樹
に
向
け
ら
れ
秘
中
ス
"'
ル
ナ
肋
草
八
官
滞

力
至

7
干
潟
施
'
サ
ム
ソ
ン
､
バ
フ
ヲ
舶
軍

二
宵
偶
力
:hrhL凹
甘
高
低
み

購
入
す
る

.来
園
の
外
弼

逸

､
英
樹
'
填
及
'
蛾
四
及
共
地
謡
図
の
串

常
用
も
亦
ト

ル
コ
射
塔
の
併
願
林
で
あ
る
O
猶
泡
は
主
と
し
て
ス
"[
ル

第
十

7
番

第

7
幼

生

八
三


